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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Ras GTPaseスーパーファミリーのRas関連タンパク質サブファミリーに属します。このファミリーのメンバーは、細胞の増殖、分化、およびアポトーシスを制御する分子スイッチとして機能する低分子GTPaseです。このタンパク質は、血清応答エレメントのin vitro転写活性を活性化することが報告されています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2012年9月],類似性：低分子GTPaseスーパーファミリーに属します。Rasファミリー。,組織特異性：単核白血球および巨核球で発現します。血小板では検出されません。,
	研究分野
	シグナル伝達; シグナル伝達経路; Gタンパク質シグナル伝達; 低分子Gタンパク質; Rasファミリー
	画像データ
	

	RAP2C抗体を用いたJurkat細胞およびMCF-7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RAP2C 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	Rap 2Cポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

